
　１２月から下記の子育て家庭を対象に「見守り訪問員に
よる定期訪問」と「伴走支援員による育児の伴走支援」の
２つの訪問支援を行う「東久留米市ファミリー・アテン
ダント事業」が始まります。対象者には１１月中旬～下旬
に通知を送付します。申し込み方法など、詳細は通知を
ご覧ください。
lこども家庭センター母子支援係☎０４２・４２０・６７４２

l�課税・非課税証明書について＝課税課市民税係☎０４２・
４７０・７７２５
　納税証明書について＝納税課管理係☎０４２・４７０・７７２９
　�その他の証明書・コンビニ交付について＝市民課住民記
録窓口係☎０４２・４７０・７７２２

マイナンバーカードがあれば
市役所に行かなくても各種証明書を
取得できます

対象令和 ５年１２月以降に出生し、生後 ５カ月～
１歳を迎える月までの乳児を養育する家庭

見守り訪問員による定期訪問

月 １回、市の委託を受けた
見守り訪問員が事前に予約
いただいた日時にご自宅を
訪問し、お子さんや保護者
の方の状況をお伺いするほ
か、困りごとや悩みの聞き
取りおよび子育て情報など
の提供を行います。

訪問後に
育児用品カタログの中から

お好きな育児用品
（紙おむつや離乳食など）
を無料でお届け！

対象見守り訪問員による定期訪問を受けた家庭
伴走支援員による育児の伴走支援

たとえば
こんな活動をサポート
◦�赤ちゃんの授乳・沐浴・
おむつ替え

◦洗濯・買い物などの家事
◦公園で一緒に遊ぶ
� など

伴走支援員が育児の不安や悩
みの解消にむけて一緒に考え
たり、家事・育児に関するさ
まざまな活動を保護者の方と
一緒に行います。

コンビニ交付
安くて早い

市n
（コンビニ交付）

オンライン申請
いつでもどこでも

市n
（オンラインで
できる手続き）

市LINE公式アカウント市LINE公式アカウントをを
友だち追加友だち追加しておくとしておくと
より便利に！より便利に！

メニュー画面の
「証明書」をタップする
ことで簡単にアクセスで
きます。 市LINE公式

アカウント

対象の証明書
◦住民票の写し
◦課税・非課税証明書
◦納税証明書
◦印鑑登録証明書
　（コンビニ交付のみ）
◦戸籍全部・個人事項証明書
　（コンビニ交付のみ）

パソコンやスマートフォンからイン
ターネットを利用して申請すること
で、証明書が自宅に郵送で届きます。
※�証明書発行手数料に加え、郵送料
がかかります。

コンビニなどに設置してあるマルチ
コピー機（キオスク端末）で、証明書
を取得できます。

証 明 書
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それぞれ次の項目から申請できます
届出・ 証明「住民票の写しの郵送での交付」

「市・都民税課税（非課税）証明書申請」
「納税証明書申請」

税・保険
・年金

あなたの子育てを、一緒に協力してサポートあなたの子育てを、一緒に協力してサポート

ファミリー・アテンダント事業ファミリー・アテンダント事業

今号の主な内容
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令和6年
（2024年）

11／15 号
・ ５年度決算の概要をお知らせします……………… ２面

・家庭ごみの収集状況などについてお知らせします… ４面

・認知症介護者家族会………………………………… ６面

・国勢調査の調査員を募集しています……………… ９面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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　 ５ 年度の一般会計決算額は、歳入額が５１３億３,２０５万７,２４４円、歳出額は
４８６億８,８３９万４,０４１円となりました。
　また、一般会計と国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の ３つの特別
会計を合計した歳入額は、７７５億４４５万１,３６３円、歳出額は７４７億５,６４２万１,４９３
円となりました。下水道事業会計の収益的収入は、２２億７,８５５万３,１２６円、収
益的支出は、２１億６,７８８万４,２１１円、資本的収入は、 ９億６,２４０万１,３２１円、資
本的支出は、１４億６,６８０万７４７円となりました。

　一般会計の歳入は、子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金や学校施設環
境改善交付金などの国庫支出金が減少したほか、普通財産売払代金や地方債
の減少などにより、歳入総額は前年度に比べて減少しました。
　歳出は、基金積立金のほか予防接種委託などの衛生費の減少や小・中学校
の大規模・中規模改修工事などの教育費の減少などにより、歳出総額は前年
度に比べて減少しました。

一般会計 一般会計は、市民の皆さんに納めていただく市税を中心に、地方交付税や国・都支出金、市債などを財源として、福祉、道路等の
インフラや公共施設の整備、教育、保健衛生など、市民生活を支える基本的経費が計上されています。

市税
177億8,223万3千円
【175億8,580万5千円】
市民税、固定資産税、
都市計画税、市たばこ税、
軽自動車税

民生費
266億1,891万7千円
【240億6,088万9千円】
障害者福祉、児童福祉、
高齢者福祉、生活保護、
健康医療などの事業に
要した経費

総務費
60億9,302万6千円
【80億6,749万5千円】
財産管理、人事、徴税、
戸籍、選挙、統計調査
など、他に分類されない
事業に要した経費

教育費
37億2,995万4千円
【47億7,260万5千円】
学校教育、生涯学習、
スポーツ振興などの
事業に要した経費

衛生費
36億313万5千円
【42億8,947万4千円】
保健衛生、公害対策、
ごみ処理などに要した
経費

公債費
21億6,826万8千円
【24億286万9千円】
借入金の返済や利子支払
に要した経費

土木費
43億1,268万9千円
【42億5,958万4千円】
道路、公園、区画整理
などの事業に要した
経費

その他
21億6,240万6千円
【23億6,539万6千円】
議会運営、産業振興、
消防などに要した経費

その他
26億4,380万4千円
【24億1,776万円】
地方譲与税、分担金、負担金、
財産収入、使用料、手数料、
寄附金など

国庫支出金
112億9,250万円
【115億6,087万6千円】
特定の事業に対し、
国から交付された負担金・
補助金など

都支出金
76億2,102万3千円
【73億2,473万3千円】
特定の事業に対し、都から
交付された負担金・補助金など

市債
5億3,020万円
【14億5,380万円】
学校や道路整備の
ために借り入れたお金

繰入金
31億5,573万7千円
【4億8,843万2千円】
事業のために基金から
取り崩したお金繰越金

11億2,782万2千円
【35億9,967万4千円】
前年度の決算余剰のうち、
今年度へ繰り越したお金

地方交付税
45億4,736万6千円
【42億7,052万4千円】
地方公共団体間の財源の
格差を調整するために
国から配分されたお金

地方消費税交付金
26億3,137万3千円
【26億4,453万円】
国勢調査による市の人口と
事業所統計による市内の
従業員数に応じて都から
交付されたお金

※各円グラフの【　】内は前年度決算額、（　）内は決算額の前年度比増減率です。
※各計数は表示単位未満四捨五入のため、合計などに一致しない場合があります。
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歳　入 歳　出

歳出総額
486億8,839万4千円

【502億1,831万2千円】

歳入総額
513億3,205万7千円
【513億4,613万4千円】

決算における
市民１人当たり
44万827円

【43万9,758円】

決算における
市民１人当たり
41万8,124円
【43万99円】

性質別支出の状況

性質
５年度 ４年度

決算額 市民一人当たり 決算額 市民一人当たり
人件費 ６３億５,２８０万円 ５万４,５５６円 ６１億２,０７２万円 ５万２,４２１円
扶助費 １７２億５,３７１万円 １４万８,１７０円 １６１億４,７６３万円 １３万８,２９８円
公債費 ２１億６,８２７万円 １万８,６２１円 ２１億３,０５５万円 １万８,２４７円
物件費 ７７億９,０１４万円 ６万６,９００円 ８１億７,７６８万円 ７万３８円
維持補修費 １億２,９０２万円 １,１０８円 １億２,９６６万円 １,１１０円
補助費等 ４７億４,９２３万円 ４万７８５円 ５３億５,６１６万円 ４万５,８７３円
積立金 ２３億５,１９７万円 ２万１９８円 ２９億３,８７４万円 ２万５,１６９円
投資及び出資金・貸付金 ０円 ０円 ０円 ０円
繰出金 ４９億８１４万円 ４万２,１５０円 ４６億３,５３３万円 ３万９,７００円
前年度繰上充用金 ０円 ０円 ０円 ０円
投資的経費 ２９億８,１１２万円 ２万５,６０１円 ４３億１,６８０万円 ３万６,９７２円
※�性質別の金額は、「一般会計」と「公営事業会計以外の特別会計」の数値を組み替えて作成した決算統計（地方自治体の決算についての統計）上の数値
です。

目的別支出の状況（主な内訳）

目的 ５年度
決算額 市民一人当たり

総務（総務費）
一般管理 ９億４,４２４万円 ８,１０９円
財産管理 ５億１,６５５万円 ４,４３６円
行政管理 ５億５,１５５万円 ４,７３７円
コミュニティ振興 ２億２,９８８万円 １,９７４円
徴税 ４億７,２９８万円 ４,０６２円

福祉（民生費）
高齢者 ４０億５５４万円 ３万４,３９９円
障害者 ４７億３,４１８万円 ４万６５６円
子育て １０４億８,７５２万円 ９万６４円
生活扶助 ４２億５,５９４万円 ３万６,５４９円

環境・ごみ処理（衛生費）
保健衛生 １７億１,８８６万円 １万４,７６１円
公害対策 ７,２８７万円 ６２６円
清掃 １８億１,１４０万円 １万５,５５６円

産業振興（農林業費・商工費）
農業 ９,４１０万円 ８０８円
商工 ２億５,１５３万円 ２,１６０円

生活基盤（土木費）
道路 ２７億８,５８４万円 ２万３,９２４円
河川 ３,８３１万円 ３２９円
公園 １億６,１９８万円 １,３９１円

教育・文化（教育費）
小学校 １５億５,８５４万円 １万３,３８４円
中学校 ７億７,３０６万円 ６,６３９円
図書館 ４億１３８万円 ３,４４７円
生涯学習センター ９,９０２万円 ８５０円
社会教育 １億１,４０３万円 ９７９円
スポーツ ３,５３１万円 ３０３円

防災（消防費）
消防 １５億１,３２４万円 １万２,９９５円

借金返済（公債費）
市債元金利子償還 ２１億６,８２７万円 １万８,６２１円

市有財産の状況
財産 現在高 市民一人当たり

土地（公園や施設の敷地など） ５９４,５８５．９２㎡

建物（学校や生涯学習センターなど） １９９,７４１．９９㎡

工作物（防火貯水槽など） １,７０１カ所

物権（地上権） ５,５４７．５３㎡

出資による権利（出資金や出えん金） ２,２４８万３千円 １９３円

物品（自動車や地域防災無線など） １７９点

債権（施設借上敷金など） １,７５９万５千円 １５１円

基金（財政調整基金など） １１２億７,０１４万２千円 ９万６,７８５円
※基金現在高には特別会計に属するものも含めています。

市債借り入れの状況
発行目的 残高 市民一人当たり

下水道債 ５１億５,８９０万８千円 ４万４,３０３円

土木債 １７億２,８９１万４千円 １万４,８４７円

教育債 ３３億８,３８９万８千円 ２万９,０６０円

総務債 ２億５,１９５万円 ２,１６４円

民生債 ２億８,１６９万円 ２,４１９円

衛生債 ９,７４２万円 ８３７円

消防債 ２億４,２３１万８千円 ２,０８１円

その他（減税補てん債、臨時財政対
策債など） １６８億４,７９１万８千円 １４万４,６８６円

合計 ２７９億９,３０１万６千円 ２４万３９７円

（参考：４年度末残高） ２９４億９,３１９万５千円 ２５万２,５９７円

５年度に実施した主な事業

総務費

再生可能エネルギー等を活用した非常用
電源確保事業 １億７,３２６万３千円

窓口デジタル化事業 ３,８６９万７千円

民生費

（仮称）こども家庭センター開設準備事業 ２,９５６万円

衛生費

新型コロナウイルスワクチン接種事業 ３億７,６７０万７千円

農林業費

原油価格・物価高騰対応農業用機器等整
備支援事業 １,２０１万４千円

商工費

ふるさと納税による寄附者への贈呈品送
付事業 ４,２９８万６千円

土木費

道路舗装補修事業 ２億８,６９６万４千円

放置自転車等対策事業 ６億４,９０７万１千円

デマンド型交通運行事業 ２,９４０万１千円

東３・４・１３号線及び東３・４・２１号線
整備事業 ９億７,８２８万２千円

消防費

消防事務委託事業 １３億１,０５０万６千円

教育費

小・中学校改修事業 ２億２,３２４万４千円

市税収入の状況� ※6年３月３１日現在の人口：１１万６,445人

税目 ５年度
決算額 市民一人当たり

個人市民税 ７９億７,３７３万円 ６万８,４７６円
法人市民税 ６億２,８７４万円 ５,４００円
固定資産税 ７０億１,８８７万円 ６万２７６円
都市計画税 １３億８,２２４万円 １万１,８７０円
市たばこ税 ６億４,５６９万円 ５,５４５円
軽自動車税 １億３,２９６万円 １,１４２円
合計 １７７億８,２２３万円 １５万２,７０９円
（参考：４年度決算額） １７５億８,５８１万円 １５万６１５円

５年度決算の概要をお知らせします l財政課☎０４２・４７０・７７０６

6．11．15 2

凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール



1 2 月 の 無 料 相 談1 2 月 の 無 料 相 談
相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 ６ 日㈮ 午後 ２時～
４時

東久留米建築
設計協会会員

市役所 １階
屋内ひろば

施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子
自立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

知的障害者
相談 １１日㈬ 午前１０時～

正午
知的障害者相
談員

市役所 １階
相談室

前月末までに障害
福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター
支援員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉セン
ター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 １２日㈭ 午前１０時〜

正午、午後 １
時〜 ４時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所 １階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 １２月は実施しません（次回 ７年 １月１５日㈬実施予定） 生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

４ 日㈬

午前１０時から 弁護士
１１月２８日㈭

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

１１日㈬
１８日㈬

１２月１２日㈭
２５日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

４ 日㈬
午後 １時から 司法書士

１１月２６日㈫
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

１１日㈬
午後 １時から

行政書士 １２月 ５ 日㈭

税務相談（ ５人）
１８日㈬

税理士 １２月１０日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 １２月１２日㈭

不動産取引相談
（ ５人） ５ 日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 １１月２８日㈭

交通事故相談（ ５人）

２５日㈬

弁護士

１２月１９日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（各日 ４人）

２ 日㈪

午前１０時半〜
午後 ４時半

女性カウン
セラー

１１月２０日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７2・0061

９ 日㈪
１６日㈪

１２月 ４ 日㈬
２３日㈪

女性弁護士による法
律相談（ ４人） ６ 日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 １１月２２日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７

都支出金
78億3,407万1千円（66.6%）

国民健康保険税
23億857万9千円
（19.6％）

繰入金　15億7,462万円（13.4%）

その他　3,902万円（0.3％）

国庫支出金　70万9千円（0.1％）国民健康保険特別会計 介護保険特別会計

下水道事業会計
後期高齢者医療特別会計

分担金及び負担金
34億2,257万円（93.7%）

保健事業費　1億1,002万3千円（3.0%）

（歳入）117億5,699万9千円

（歳出）117億4,663万4千円

（歳入）36億9,305万6千円

（歳出）36億5,248万2千円

後期高齢者医療保険料
17億4,143万4千円（47.1%）

繰入金
17億7,920万6千円（48.2%）

その他　1億7,241万7千円（4.7%）

その他　1億1,988万9千円（3.3%）

営業費用
20億4,960万1千円（94.5%）

営業外費用　1億1,828万4千円（5.5%）

企業債償還金　5億4,160万6千円（36.9%）
建設改良費
9億2,519万5千円（63.1%）

（収益的収入）22億7,855万3千円

（収益的支出）21億6,788万4千円

営業収益
16億3,576万6千円（71.8%）

営業外収益　6億4,278万7千円（28.2%）

保険給付費
96億2,761万8千円（90.2%）

その他　10億4,129万4千円（9.8%）

（歳入）107億2,233万9千円

（歳出）106億6,891万1千円

支払基金交付金
26億6,809万7千円
（24.9%）

保険料　21億2,858万7千円（19.9%）

繰入金
17億5,056万円（16.3%）

都支出金　14億8,547万円（13.8%）

その他　1億753万1千円（1.0%）

（資本的収入）9億6,240万1千円

（資本的支出）14億6,680万1千円

他会計補助金
2億2,254万2千円（23.1%）

企業債
6億1,680万円（64.1%）

国庫補助金　1億1,720万円（12.2%）

その他　585万9千円（0.6%）

国庫支出金
25億8,209万4千円
（24.1%）

保険給付費
75億5,821万5千円（64.4%）

国民健康保険事業費納付金
37億6,288万4千円（32.0%）

その他　4億2,553万6千円（3.6%）

特別会計 特別会計は、効率的な運営やその経理を明確にするために、一般会計から独立させたもので、市では国民健康保険、後期高齢者医
療、介護保険の ３つの会計と下水道事業会計を設けています。

　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
、
令
和
５
年
度
各

会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
税
は
約
１
７
７
億
８
０
０

０
万
円
で
前
年
度
比
１
・
１
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
が
、
歳
出
で
は
福
祉
関
係
経

費
で
あ
る
民
生
費
が
約
２
６
６
億
１
０
０
０
万
円
で

５４
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

社
会
の
進
行
等
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
市
財
政
は
厳

し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
す
指
標
で
あ
る
経
常
収

支
比
率
は
９４
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
予
算
の
中
で
経
常
的
に
支
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
が
占
め
る
割
合
が
高
く
、
臨
時
的
経
費

に
充
当
で
き
る
財
源
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
よ
く
多
摩
格
差
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
２３
区
平

均
の
経
常
収
支
比
率
は
７６
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、

多
摩
２６
市
平
均
で
あ
る
９０
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較

し
て
も
そ
の
差
は
歴
然
で
す
。

　
都
で
は
、
学
校
給
食
費
無
償
化
の
取
り
組
み
に
際

し
、
市
町
村
総
合
交
付
金
の
拡
充
に
よ
り
多
摩
地
域

へ
の
財
源
の
手
当
て
を
実
施
す
る
な
ど
、
新
た
な
歓

迎
す
べ
き
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
国

や
東
京
都
か
ら
の
交
付
金
な
ど
特
定
財
源
の
獲
得
や

行
財
政
改
革
に
も
注
力
し
財
源
確
保
に
努
め
、
市
政

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
１０
月
２７
日
に
令
和
６
年
度
東
久
留
米
市
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
実
施
し

て
い
る
、
市
建
設
業
協
会
や
市
職
員
に
よ
る
道
路
啓

開
訓
練
、
消
防
署
に
よ
る
救
出
救
助
訓
練
、
市
医
師

会
等
に
よ
る
医
療
救
護
所
開
設
に
か
か
る
図
上
訓
練
、

各
展
示
ブ
ー
ス
に
お
け
る
防
災
情
報
の
普
及
啓
発
に

加
え
、
自
衛
隊
に
よ
る
足
湯
体
験
や
東
京
都
水
道
局

滝
山
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
市
民
参
加
に
よ

る
応
急
給
水
訓
練
と
盛
り
沢
山
で
充
実
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
都
水
道
局
ご
協
力
の
下
実
施
し
た
市
民

参
加
に
よ
る
応
急
給
水
訓
練
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

元
日
に
発
災
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
約
１３
万
６
千

戸
が
断
水
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
方

々
に
も
応
急
給
水
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は

有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様

と
連
携
協
力
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
て
力

を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
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せいし
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家庭ごみの収集状況などについてお知らせします
　市では、平成２９年７月に家庭ごみの戸別収集（小型廃家電類を除く）を開始し、同年１０月に燃やせるごみ、燃やせないごみ、
容器包装プラスチックの３品目について、家庭ごみ処理の有料化を開始しました。
　現時点において、家庭ごみの排出状況、ごみと資源物の処理や再資源化に係る経費など、多くの問い合わせをいただいている
内容や、市からのお願いなどについてお知らせします。
lごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７（八幡町２−１０−１０）

　 ５年度におけるごみ処理に
係る経費（清掃費）の歳入・歳
出決算総額は、それぞれ１８億�
１,１４０万２,８２７円となりました。
前年度から約３,４７３万円の増
加となっており、歳出総額の
うち１４億２,７５６万４,１９０円（約
７９％）が、排出されるごみの
処理に必要不可欠な家庭ごみ
・資源物収集事業費や、柳泉
園組合負担金および東京たま
広域資源循環組合負担金で占
められています。
　歳入は、家庭ごみ処理手数
料を含む使用料および手数料
の ２億５,９７０万５,１００円や、資
源物売却代金などの諸収入の
４２２万１,２０６円を特定財源とし
て、ごみ処理に係る歳出の一
部に充当しているものの、大
部分である１５億４,７４７万６,５２１
円（約８５％）は市税や交付金な
どの一般財源となっています。

5 年度のごみ処理経費5年度のごみ処理経費 ごみと資源物の収集量の比較ごみと資源物の収集量の比較
（単位：トン）

項目 平成２８年度
（有料化前） 令和４年度 令和５年度

燃やせるごみ １６,３８３ １３,８８４ １３,４５４
燃やせないごみ ２,２０６ １,７４３ １,８７０
粗大ごみ ７７ １００ ９０
有害ごみ ３６ ３５ ３５
ごみ小計 １８,７０２ １５,７６２ １５,４４９
資源物 ６,０９２ ７,１０１ ６,５４４
　うち、容器包装プラスチック １,４９４ １,７９３ １,５３６
行政収集総量（※１） ２４,７９４ ２２,８６３ ２１,９９３
※１　�行政収集総量＝市で収集したごみと資源物の合計量であり、集団回収や、中間処理場

への持ち込みごみを含まないもの。

項目 平成２８年度
（有料化前） 令和４年度 令和５年度

１人１日あたりの排出量（g）（※２） ５８０．６ ５３５．６ ５１５．２
総資源化率（％） ３７．１ ３７．９ ３７．３
※２　行政収集総量÷（人口×３６５日）により算出（人口は各年１０月１日時点を使用）。

　行政収集総量は、有料化実施後、各年度において有料化実施前の平
成２８年度と比較して減少しており、 ５年度は前年度から約 ４％減少し
ています。各項目の推移は、燃やせるごみの収集量が前年度から約 ３
％減少、燃やせないごみの収集量が前年度から約 ７％増加し、資源物
のうち、容器包装プラスチック収集量は前年度から約１４％減少しまし
た。
　市では、循環型社会の形成に向けた取り組みの基本的・長期的な方
向性を示す一般廃棄物処理基本計画（令和 ４年 ３月策定）において、令
和１８年度末までに「 １ 人 １ 日当たりの家庭系ごみ排出量」を「５０５g」と
することを目標にしています。家庭系ごみのさらなる減量や、適切な
資源の再利用に向けて、市民の皆さんのご協力をお願いします。

歳出総額
18億1,140万
2,827円

その他
1,180万4,660円

資源集団回収事業費
1,514万3,287円

リサイクル推進事業費
（紙布類回収、

剪定枝リサイクルほか）
9,775万3,645円

家庭ごみ有料化事業費
（指定収集袋製造ほか）
1億567万282 円

職員人件費
1億5,346万
6,763円

東京たま広域
資源循環組合負担金
2億9,558万8,000円

柳泉園組合負担金
3億1,229万2,000円

家庭ごみ・
資源物収集事業費
8億1,968万4,190円

◆歳出

歳入総額
18億1,140万
2,827円

諸収入
（資源物売却代金ほか）
422万1,206円5,970 5,100

使用料および手数料
（家庭ごみ処理手数料ほか）
2億5,970万5,100円

4,747 6,521

一般財源
（市税や交付金など）
15億4,747万6,521円

◆歳入

ごみの減量に向けた市の取り組み

　ご家庭で使わなくなった次の品物がありましたら、ごみ対策課までお持ちください。
まだ使える品物のリユース

■フードドライブ（食品の回収）
　食品ロスの削減を目的として、ご家庭で使いきれない食品を集め、
福祉団体などの必要としている方々へ寄付する取り組みです。
回収できるもの
●�未開封で破損していないもの（賞味期限等の表示が見え、中身に
影響がない程度の破損は可）

●�賞味期限まで ２カ月以上あるもの（米・塩・砂糖
・ガムなどを除く）

●常温保存が可能なもの
回収できないもの
生鮮食品、酒類など 市n

■リユースチャレンジ（おもちゃ類・食器類の回収）
　ご家庭で使わなくなった、でもまだ使える「おもちゃ類」と「食器
類」を回収する取り組みです。回収した品物は海外でリユースされ
ます。
回収できるもの
ぬいぐるみ、模型、ボードゲーム・カードゲーム・ラジコン・スポ
ーツ用品・椀・皿・コップ・鍋・フライパン・ティーポットなど
回収できないもの
●稼働するのに電源コードが必要なもの
●破損・汚損により使用できないもの
●�回収ボックス（幅８５㎝×奥行４５㎝×高さ７５㎝程度）
に入らない大きさのもの 市n

ペットボトルの水平リサイクル「ボトルtoボトル」
　市では、令和 ５年 ４月よりコカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会
社と協働し、使用済みペットボトルを回収・リサイクル処理した上で
ペットボトルとして再生し、飲料の容器として用いる、ペットボトル
の水平リサイクル「ボトルtoボトル」に取り組んでいます。
　この取り組みにより、石油由来原料からペットボトルを作る場合と

比べて約６０％のCO ２を削減することができます。
　「ボトルtoボトル」には、きれいなペットボトルの回収が必要不可
欠になります。引き続き、ペットボトルの適切な排出にご協力をお願
いします。
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ごみの出し方について

地区

曜日

東地区 西地区
上の原、神宝町、金山町、
氷川台、大門町、東本町、
新川町、浅間町、学園町、
ひばりが丘団地、本町、
南沢、中央町

小山、幸町、前沢、
南町、滝山、下里、
柳窪、野火止、八幡町、
弥生

月 容器包装プラスチック
・ＰＥＴボトル 燃やせるごみ・びん

火 燃やせるごみ・びん 容器包装プラスチック
・ＰＥＴボトル

水 燃やせないごみ・
有害ごみ

燃やせないごみ・
有害ごみ

木 缶・紙類・布類 燃やせるごみ・びん
金 燃やせるごみ・びん 缶・紙類・布類

ごみ分別カレンダー 　ごみと資源物は、決められた収集日の当日、午前 ８時半までに出してください。
　ごみと資源物の収集は、その日の交通事情、天候や排出量の影響を受けるため、
毎日同じ時間に収集することを確約できるものではありません。また、収集車が
収集した後に出されたごみ・資源物については、再度の収集はしていませんので
ご注意ください。
　ごみの分別方法については市nからごみ分別辞典「ごみサク」もご覧ください。
■電話以外でも粗大ごみの申し込みができます
　電話での粗大ごみ収集の申し込みは、月曜日や休日の翌日、午前 ８時半の受付
開始直後に集中し、電話が繋がりにくくご迷惑をおかけしてしまうことがありま
す。
　インターネット、FAX、LINEでも申し込みができ、２４時間受け付けています
ので、ぜひご利用ください。
受付電話番号  ☎０４２・４７３・２１１８（土曜・日曜日、祝日を除く午前 ８時半～午後 ５時１５分受け付け）
受付FAX番号  o０４２・４７７・６７５５（２４時間受け付け）

市n（ごみサク）

粗大ごみ
インターネット
受付フォーム

（２４時間受け付け）

パソコン
　市では、「小型家電リサイクル法」の認定業者である「リネッ
トジャパンリサイクル株式会社」と協定を締結し、家庭で不
用になったパソコンの宅配便を活用した無料回収、リサイク
ルを進めています。詳細は市nをご覧ください。
回収手順
①同社nまたは同社お問い合わせ専用窓口☎０５７０・０８５・８００（午前１０時～
午後 ５時）から申し込み
②不用なパソコンをダンボールに詰める
③宅配業者（佐川急便）が希望日時に回収
▼パソコンを含む １箱分の回収料金・リサイクル料金が無料
▼古くても、故障していても「どんなパソコン」でも回収可能
▼パソコンと一緒に、プリンタなどの周辺機器も一緒に回収可能
※�上記のほか、パソコンメーカーによる回収もあります。回収方法・料金
等の詳細は、各メーカーに確認してください。

市n

ご自宅で使用した注射針（在宅医療廃棄物）

市n

　収集作業時に針刺し事故が発生しています。インスリン自己注射などの
在宅医療に係る使用済み注射針は、ごみとして出さず、処方を受けた医療
機関（病院・診療所）または薬局に返却してください。東久留米市薬剤師会
では、在宅医療に伴う使用済み注射針の回収事業を行っています。
　なお、輸液パックなどについては、衛生処理の観点から燃やせるごみに
お出しください。

捨て方に注意が必要なもの
リチウムイオン電池等使用製品

　有害ごみの日（水曜日）に出してください。
出し方戸建て住宅にお住まいの方は、特定 ４品目のみを
透明または半透明の袋に入れて出してください。共同住
宅にお住まいの方で、有害ごみ専用回収容器がある場合
には容器に直接入れてください。有害ごみ専用回収容器
がない場合には特定 ４品目のみを透明または半透明の袋
に入れて出してください。なお、出す際には、端子部分
をビニールテープなどで絶縁処理してください

モバイルバッテリー、電子タバコ、
電気シェーバー、電動歯ブラシ

（特定 ４品目）
　取り外した電池は、ビニールテープな
どで＋極と−極を絶縁した上で、リサイ
クル協力店にお持ちいただくか、リサイ
クルBOX（市役所本庁舎やごみ対策課に
設置）に入れてください。電池以外の部
分は、材質によって分別して捨ててくだ
さい。

特定 ４品目以外で、
リチウムイオン電池等を
製品本体から取り外せる場合

　小型家電回収ボックス（市役所本庁
舎やごみ対策課、地域センターなどに
設置）に入れてください。

特定 ４品目以外で、
リチウムイオン電池等を

製品本体から取り外せない場合

実際の発火事故の様子
（画像提供：東京消防庁）

　リチウムイオン電池をはじめとした小型充電式電池は、日常生活で使用するさ
まざまな機器に使用されています。これらを使用した製品が、指定収集袋の中に
混入することにより、ごみ処理過程での発煙・発火事故の原因となっています。
指定収集袋には入れず、正しい分別にご協力をお願いします。
リチウムイオン電池等使用製品の例モバイルバッテリー、ゲーム機、ハンディー
扇風機、デジカメ、コードレス家電、電動歯ブラシ、音楽プレーヤー、タブレッ
ト端末など

市n

市LINE公式アカウント市LINE公式アカウントを友だち追加しておくとより便利に！を友だち追加しておくとより便利に！
　市LINE公式アカウントでは、粗大ごみの
申し込みや、ごみ分別辞典「ごみサク」での検
索、ごみの日通知の登録などを行うことがで
きます。
　ごみの日通知の登録を行うと、収集日の前
日午後 ７時に、翌日出せるごみの種類をお知
らせします。ぜひご利用ください。

メニュー画面のメニュー画面の
「ごみ」から「ごみ」から
アクセスできますアクセスできます市LINE

公式アカウント
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市

民

生

活

12月2日㈪納期限12月2日㈪納期限
納期内納付にご協力くださいl納税課☎︎042・470・7729

国民健康保険税 第5期

後期高齢者医療保険料 第5期

介護保険料 第5期

国
民
健
康
保
険
高
額
療

養
費（
外
来
年
間
合
算
）

支
給
申
請
の
勧
奨
通
知

を
送
付
し
ま
す

　
年
間
を
通
し
て
高
額
な
外
来

診
療
を
受
け
て
い
る
方
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
自
己
負
担

額
の
年
間
上
限
額（
１４
万
４
千

円
）を
超
え
た
世
帯
へ
、
１２
月

中
旬
に
支
給
申
請
の
勧
奨
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

計
算
対
象
期
間
５
年
８
月
１
日

～
６
年
７
月
３１
日

e
７
月
３１
日
現
在
、
７０
歳
以
上

７５
歳
未
満
で
所
得
区
分
が
一
般

ま
た
は
非
課
税
世
帯
の
方

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ

た
場
合
の
治
療
と
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
制
度

　
交
通
事
故
・
傷
害
事
件
・
他

人
の
飼
い
犬
に
噛
ま
れ
た
・
飲

食
店
で
の
食
中
毒
な
ど
、
他
人

の
行
為
が
原
因
で
負
傷
や
病
気

に
な
っ
た
場
合
の
医
療
費
は
、

被
害
者
に
過
失
が
な
い
限
り
、

原
則
相
手（
加
害
者
）が
全
額
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

保
険
診
療
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
の
方
で
、
保
険
診
療
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
保
険

年
金
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届
出
に
よ
り
保
険
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

i
連
絡
お
よ
び
届
出
前
に
示
談

な
ど
を
し
た
場
合
や
、
届
出
が

な
い
場
合
は
、
保
険
診
療
に
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

l
▼
同
課
国
民
健
康
保
険
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３
▼
同

課
高
齢
者
医
療
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
８
４
６こ

ど
も

と
教
育

フ
ァ
ミ
サ
ポ
カ
フ
ェ

　
地
域
の
子
育
て
支
援
を
利
用

し
た
い
人
・
手
伝
い
た
い
人
の

交
流
カ
フ
ェ
で
す
。

a
１２
月
１２
日
㈭
午
前
１０
時
～
正

午（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

c
保
育
付
き
カ
フ
ェ
、
事
業
説

明
会（
予
約
不
要
）、
チ
ラ
シ
を

ね
じ
っ
て
リ
ー
ス
作
り

h
入
会
希
望
者
は
、
顔
写
真
・

本
人
確
認
書
類（
健
康
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
）

k
l
電
話
ま

た
は
直
接
フ

ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
☎

０４２
・
４
７
５

・
３
２
９
４
へ

表　第６回活き活き高齢者作品展規格

種目 内　容

手工芸
各種フラワー・籐工芸・木目込み人形（いずれも５０㎝
×５０㎝以内）、和紙ちぎり絵（１０号以内）、和紙工芸、
手縫ネクタイ、皮工芸、手編み、紙粘土、押し花絵
（１０号以内）、七宝焼き、パッチワーク、和裁、洋裁

陶芸 ４０㎝×４０㎝以内

彫刻 縦４０㎝×横４０㎝×高さ７０㎝以内

美術 油絵・水彩画・デッサン・版画（いずれも１０号まで）、
日本画、水墨画

写真 パネル（額付き全紙以内）

書道・ペン習字
半切り・茶掛け（裏打ち以上）、掛け軸（条幅以内）、額
（５０㎝×９０㎝以内で釈文を付ける）
　※すべて風鎮なし

短歌・俳句・俳画 色紙または短冊

その他 絵手紙、てん刻、カリグラフィーなど

市社協n

　認知症の方を介護するご家族の方、一人で介護の悩みを
かかえていませんか。日々のことや心配ごとなど、気軽に
話し、ほっとできる場所として開催しています。１２月は東
部・西部地域包括支援センター主催です（中部地域包括支
援センターは １ 月に開催します）。事前にお申し込みの上
ぜひご参加ください。

認知症介護者家族会認知症介護者家族会
〜認知症の方を介護するご家族の交流会〜〜認知症の方を介護するご家族の交流会〜

　高齢者の皆さん、日頃のサークル活動や趣味活動で創作した作品を
展示してみませんか。
a ７ 年 １ 月１７日㈮午前 ９ 時～２０日㈪正午（作品の搬入は １ 月１６日㈭午
後 ０時１０分～ ３時、搬出は １月２０日㈪午後 ０時１０分～ ２時）
b生涯学習センター ２階、第 １〜 ４集会学習室
e６０歳以上の市民の方
j応募作品などの規格などは右表参照（一人一作品限り）
g無料
i▼作品展示位置は、主催者が指定します▼電源は使用できません
　▼主催は活き活き健康の会
k１２月１１日㈬までに（必着）、往復はがきに「高齢者作品展参加」と明記
し、作品の種目とサイズ（縦・横・高さをメートル法で記入）・住所・
氏名・年齢・電話番号を記入の上、〒２０３−００４４、柳窪 ２ −１５−５６、
佐藤宛て郵送を
l同会・佐藤☎０９０・５３９６・４５４４

第 ６回活き活き高齢者作品展展示作品を募集します

◎西部地域にお住まいの方
対象地域前沢四・五丁目、滝山・下里・柳窪・野火止・八幡町
・弥生
ab１２月１３日㈮午後 １時１５分～ ２時半。西部地域センター第 ２
講習室
kl西部地域包括支援センター☎０４２・４７２・０６６１へ

◎東部地域にお住まいの方
対象地域上の原・神宝町・金山町・氷川台・大門町・東本町・
新川町・浅間町・小山
ab１２月１７日㈫午後 １時１５分～ ２時半。東部地域センター会議
室 ２
kl東部地域包括支援センター☎０４２・４２８・７７８８または☎０４２
・４７３・９９９６へ
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市民生活 こどもと教育

　認知症という病気だから仕方がないと思いつつ、イライラしてしま
い、気持ちのやり場がありませんでした。
　別居の家族もなかなかわかってくれません。この家族会で他の人も
同じように苦労していることがわかり、気持ちが楽になりました。

参加者の声



住
環
境

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉 

情
報
伝
達
試
験

a
１１
月
２０
日
㈬
午
前
１１
時
頃

c
防
災
行
政
無
線
か
ら「
こ
れ

は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
試
験
で
す
」

と
の
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す

i
災
害
の
発

生
な
ど
に
よ

り
、
中
止
と

な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

l
防
災
防
犯
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
６
９

野
外
焼
却
は
や
め
ま
し

ょ
う

　
一
般
廃
棄
物（
家
庭
ご
み
な

ど
）や
産
業
廃
棄
物
は
法
令
で

処
理
方
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

野
外
で
の
焼
却
は
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
n
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

野
外
焼
却
を
し
な
い
た
め
に
一

般
廃
棄
物
や
家
庭
ご
み
は
、
次

の
よ
う
な
方
法
で
処
理
し
ま
し

ょ
う
。

　
▼
自
宅
の
落
ち
葉
や
剪せ

ん

定て
い

枝

は
敷
地
が
あ
る
場
合
に
は
埋
め

戻
す
▼
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て

小
出
し
に
す
る（
剪
定
枝
は
電

話
予
約
に
よ
り
、
ご
み
対
策
課

で
回
収
し
ま
す
）

野
外
焼
却
の
例
外
次
の
焼
却
を

行
う
場
合
は
、
焼
却
禁
止
の
例

外
事
項
に
該
当
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
▼
伝
統
的
行
事
、
風
俗
慣
習

的
行
事
の
た
め
の
焼
却
行
為
＝

お
焚
き
上
げ
・
お
祭
り
な
ど
▼

学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
活

動
上
必
要
な
焼
却
行
為
＝
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
▼
市
長

が
特
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め

る
焼
却
行
為
＝
災
害
時
の
応
急

対
策
の
た
め
や
、
樹
木
や
農
作

物
の
病
害
虫
の
防
除
な
ど
、
農

業
を
営
む
上
で
行
わ
ざ
る
を
得

な
い
も
の

　
ま
た
、
や
む
を
得
ず
焼
却
禁

止
の
例
外
行
為
を
行
う
場
合
は
、

次
の
事
項
を
順
守
し
、
周
辺
の

生
活
環
境
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　
▼
枝
木
や
落
ち
葉
は
よ
く
乾

燥
さ
せ
る
▼
量
は
必
要
最
低
限

に
す
る
▼
時
間
は
極
力
短
く
す

る
▼
天
候
、
風
向
き
、
時
間
帯

を
考
慮
す
る

　
た
だ
し
、
例
外
事
項
に
該
当

す
る
場
合
で
も
、
周
辺
か
ら
の

通
報
や
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
、

現
場
で
の
指
導
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３
、
ご
み
の
出
し
方

に
つ
い
て
は
ご
み
対
策
課
☎
０４２

・
４
７
３
・
２
１
１
７

エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
に
よ
る

火
災
事
故
を
な
く
そ
う

　
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
な
ど
を
捨
て

る
場
合
は
、
中
身
を
使
い
切
り
、

有
害
ご
み
と
し
て
捨
て
ま
し
ょ

う
。

使
用
上
の
注
意
点
▼
エ
ア
ゾ
ー

ル
缶
な
ど
は
、
暖
房
器
具
な
ど

の
高
温
と
な
る
場
所
を
避
け
て

保
管
し
ま
し
ょ
う
▼
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
は
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
本

体
に
正
し
く
装
着
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
使
用
し

ま
し
ょ
う
▼
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

を
複
数
並
べ
て
鉄
板
を
の
せ
た

り
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
カ
バ
ー

を
覆
う
よ
う
な
大
き
な
鍋
な
ど

を
使
う
こ
と
や
、
練
炭
な
ど
の

炭
お
こ
し
は
、
燃
料
ボ
ン
ベ
が

過
熱
さ
れ
、
破
裂
す
る
危
険
が

あ
る
の
で
絶
対
に
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い

l
東
久
留
米
消
防
署
予
防
課
危

険
物
係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１

１
９

お
知
ら
せ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集

　
市
で
は
、
次
の
計
画
案
な
ど

に
関
す
る
ご
意
見
を
市
民
の
皆

さ
ん
な
ど
か
ら
募
集
し
ま
す
。

市n

◎
東
久
留
米
市
Ｇ
Ｘ
推
進
方
針

（
素
案
）

　
私
た
ち
が
生
ま
れ
住
む
こ
の

地
球
環
境
を
次
の
世
代
に
引
き

継
げ
る
よ
う
、
市
民
・
事
業
者

・
行
政
が
一
体
と
な
り「
２
０

５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の

実
現
」を
目
指
す
た
め「
東
久
留

米
市
Ｇ
Ｘ
推
進
方
針
」の
素
案

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間
１１
月
１８
日
㈪
～
１２
月

９
日
㈪

閲
覧
方
法
期
間
中
に
、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）、

企
画
調
整
課（
同
４
階
）、
各
図

書
館
、
市
n
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す（
各
施
設
の
閉
庁
日
・
休

館
日
を
除
く
）

提
出
方
法
期
間
中
に（
必
着
）、

「
東
久
留
米
市
Ｇ
Ｘ
推
進
方
針

（
素
案
）」と
明
記
し
て
、
住
所

・
氏
名
・
年
代
・
ご
意
見（
書

式
自
由
）を
記
入
の
上
、
郵
送

（
〒
２０３

−

８
５
５
５
、
市
役
所

企
画
調
整
課
宛
て
）、
o（
０４２
・

４
７
０
・
７
８
０
４
）、
m

（kikakuchosei@
city.higa 

shikurum
e.lg.jp

）ま
た
は

同
課
へ
持
参
で
提
出
を
。
口
頭

で
の
ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
個
人
情
報
を
除
い
た

上
で
要
約
し
、
市
n
で
公
開
し

ま
す
。
ご
意
見
の
返
却
や
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

０
２

◎
東
久
留
米
市
健
康
増
進
計
画

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ン
東
く
る

め（
第
３
次
）（
素
案
）

　
市
で
は
、
市
民
・
関
係
機
関

・
行
政
が
協
働
し
て
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
計
画
の
素
案
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
期
間
１１
月
１８
日
㈪
～
１２
月

９
日
㈪

閲
覧
方
法
期
間
中
に
、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）、

健
康
課（
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ

ザ
内
）、
各
図
書
館
、
市
n
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す（
各
施
設

の
閉
庁
日
・
休
館
日
を
除
く
）

提
出
方
法
期
間
中
に（
必
着
）、

「
東
久
留
米
市
健
康
増
進
計
画

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ン
東
く
る

め（
第
３
次
）（
素
案
）へ
の
意

見
」と
明
記
し
て
、
住
所
・
氏

名・年
代・ご
意
見（
書
式
自
由
）

を
記
入
の
上
、
郵
送（
〒
２０３

−

０
０
３
３
、
滝
山
４

−

３

−

１４
、

市
役
所
健
康
課
宛
て
）、
m

（kenko
@

city.higashi 
kurum

e.lg.jp

）ま
た
は
o

（
０４２
・
４
７
７
・
０
０
３
３
）で

提
出
を
。
口
頭
で
の
ご
意
見
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
個
人

情
報
を
除
い
た
上
で
要
約
し
、

市
n
で
公
開
し
ま
す
。
ご
意
見

の
返
却
や
個
別
の
回
答
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
７
・
０
０

２
２都

営
住
宅（
東
久
留
米

市
地
元
割
当
）の
入
居

者
募
集

種
類
・
対
象
家
族
向
け（
２
人

以
上
）▼
氷
川
台
一
丁
目（
氷
川

台
１

−

１５
ほ
か
）＝
１
戸（
２
Ｄ

Ｋ
）▼
前
沢
二
丁
目（
前
沢
２

−

６
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）▼
幸
町

一
丁
目（
幸
町
１

−

９
ほ
か
）＝

１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
※
今
回
、
単
身
者
向
け
の
募

集
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
込
資
格
申
込
者
が
市
内
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
、
所
得
が
一

定
の
基
準
内
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
※
１１
月
上
旬
に
実
施
さ
れ
た

東
京
都
の
定
期
募
集
に
申
し
込

ん
で
い
る
場
合
で
も
申
し
込
み

可
能
で
す
が
、
両
方
に
当
選
し

た
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
か
一
方

を
辞
退
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

案
内
配
布
期
間
・
場
所
１１
月
１８

日
㈪
～
１２
月
２
日
㈪（
閉
庁
日

時
を
除
く
）に
、
都
市
計
画
課

（
市
役
所
５
階
）、
上
の
原
・
ひ

ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で

申
込
方
法
・
期
限
１２
月
２
日
㈪

ま
で
に（
消
印
有
効
）、
募
集
案

内
に
同
封
の
申
込
用
紙
・
申
込

封
筒
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

郵
送
、
ま
た
は
同
課
へ
持
参
を

　
※
１０
月
よ
り
郵
便
料
金
が
変

更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
貼
付
す

る
切
手
を
お
間
違
え
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

l
同
課
計
画
調
整
担
当
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
６
２

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画

認
定
制
度

　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定

制
度
は
、
管
理
計
画
が
一
定
の

基
準
を
満
た
す
場
合
に
、
適
切

な
管
理
計
画
を
持
つ
マ
ン
シ
ョ

ン
と
し
て
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
、
融
資
に

お
け
る
金
利
の
優
遇
や
税
制
優

遇
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
を
受

け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

認
定
の
要
件

な
ど
の
詳
細
は
市
n
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

e
市
内
に
所
在
す
る
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
組
合

l
都
市
計
画
課
計
画
調
整
担
当

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
６
２

１１
月
２３
日
土・祝
は
終
日

市
役
所
本
庁
舎
を
閉
館

し
ま
す

　
１１
月
２３
日

は
、
市
庁
舎

内
電
気
設
備
の
点
検
な
ど
を
行

う
た
め
、
館
内
は
停
電
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
終
日
、

市
役
所
本
庁
舎
を
閉
館
し
ま
す
。

庁
舎
１
階
市
民
プ
ラ
ザ
・
屋
内

ひ
ろ
ば
・
金
融
機
関
Ａ
Ｔ
Ｍ
・

地
下
駐
車
場
な
ど
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

l
管
財
課
管
財
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
１
８

６
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
展
示

　
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
明
る
い
選
挙
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
の
あ

っ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
６

年
度
は
市
内
の
小
・
中
学
生
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
９７
点
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
う
ち
４
点
を
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
第
２
次

審
査
を
行
う
東
京
都
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
に
推
薦
し
ま
し

た
。

a
１１
月
２６
日
㈫
～
２８
日
㈭

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

l
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
９
０

明るい選挙推進
協会n

犯
罪
被
害
者
週
間

　
国
で
は
、「
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
」の
成
立
日
で
あ
る
１２
月

１
日
以
前
の
１
週
間（
１１
月
２５

日
～
１２
月
１
日
）を「
犯
罪
被
害

者
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

同
週
間
は
、
犯
罪
被
害
者
な
ど

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
名
誉
、

生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
、
国
民
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◎
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の

痛
み

　
傷
害
、
性
犯
罪
、
交
通
犯
罪

な
ど
に
よ
る
被
害
は
、
あ
る
日

突
然
、
理
不
尽
に
誰
の
身
に
も

起
こ
り
得
ま
す
。
犯
罪
被
害
に

遭
う
と
、
身
体
を
傷
つ
け
ら
れ
、

生
命
を
奪
わ
れ
る
な
ど
の
身
体

的
被
害
の
ほ
か
に
、
稼
ぎ
手
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
収
入
が

途
絶
え
、
生
活
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
財
産
的
被
害
や
、
メ
デ

ィ
ア
の
取
材
や
周
囲
の
心
無
い

中
傷
に
よ
り
、
精
神
的
苦
痛
を

受
け
ま
す
。
こ
う
し
た
犯
罪
後

に
生
じ
る
二
次
的
被
害
に
苦
し

ん
で
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
当

事
者
の
置
か
れ
た
状
況
や
心
理

状
態
を
よ
く
理
解
し
、
再
び
平

穏
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

寄
り
添
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

◎
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
市
の

関
係
部
署
や
各
専
門
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
問
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

l
生
活
文
化
課
市
民
相
談
・
施

設
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３

８

お知らせ

国民保護
ポータルサイト

市n
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官公署など職員募集

会 員 募 集
◆M２スポーツ新体操＝a毎週金曜日午
後 ３時半～ ７時他bわくわく健康プラザ
g入会金１,０００円、会費月４,５００円j学年
別で楽しい曲に合わせ練習し、イベント
や試合に参加しますl黒澤☎０９０・１２００
・６５９９
◆２００１年会（囲碁）＝a毎週月曜、木曜日
午後 １時～ ５時b東部地域センターg会
費年２,５００円j６０歳以上の方、初級者の
方が中心です。脳トレにあなたも打ちこ
みませんかl仲田☎０４２・４７９・４３０２
◆あしたの食卓＝a月 ２回。第 １・第 ３
水曜日午前 ９時半～午後 ３時b西部地域
センターg会費 １ 回７００円他j６０歳以上

の男女募集。献立、料理、会食まで自主
運営l伊藤☎０４２・４７５・７９０８
◆東久留米市中途失聴者・難聴者協会＝
a月 ２回、土曜日午前１０時～正午b生涯
学習センター他g会費年２,４００円（家族割
引あり）j会員を募集しています。詳し
い内容はインスタグラムに載せてますl
荒井o０４２・４７３・６６１１（氏名、連絡先を
記入してください）

催 し
◆ゆいまぁるカフェ＝a毎月第 ４土曜日
午前１０時～正午bゆいまぁる（南沢 ２ −
３−１１）g参加費１００円jおいしいコーヒ
ーを飲みながらゆったりとおしゃべりし
ませんか？l袴田☎０４２・４７９・２３０７
◆登校拒否・不登校・中退者のための進
路学習会（NPO法人オニバスの種）＝a
１１月２４日㈰午後 １時半～ ４時半b成美教

育文化会館 ３ 階大研修室g参加費５００円
j不登校を経験したこどもの進路を考え
る学習会です。一緒に学びましょうl草
刈☎０８０・６５６８・３７５７
◆冬の花レッスン（ １）クリスマス（ ２）お
正月（マチュール）＝a（ １）１１月２４日㈰・
２７日㈬（ ２）１２月 ８ 日㈰・１１日㈬いずれも
午前１０時と午後 １時からb清寿フラット
１ F（東久留米駅北口徒歩 ３ 分商店街内）
g参加費 １レッスン３,２００円、会場費３００
円j９０分で季節のおしゃれ花おしえます。
各回予約 ５人（ １回のみ参加可）lほんだ
☎０４２・４７３・３６４８
◆第１４回バードフォトクラブ写真展（バ
ードフォトクラブ）＝a１２月 ３ 日㈫～ ７
日㈯午前１０時～午後 ５時b生涯学習セン
ターロビーg無料j可愛い野鳥たちの写
真展です。初日は正午から最終日は午後
５時までl高岡☎０９０・５７６８・６５４４

◆英会話カフェ（ウラウライングリッシ
ュ）＝a１１月１６日㈯・３０日㈯いずれも午
後 １時半～ ３時b前沢四丁目の個人宅g
参加費各回２,５００円（コーヒー・ケーキ付
き）jネイティブスピーカーのリードで
楽しく英語でおしゃべりしましょうl浦
崎☎０９０・６１８４・６４３７
◆文庫開館・プーさんクリスマス会（自
治会文庫）＝a１２月 ４ 日・１８日いずれも
水曜日午後 ３時半から、 ８日・２２日いず
れも日曜日午後 １時から、クリスマス会
は２２日㈰午前１０時半からb第二公務員住
宅第 ２ 集会所（文庫）、第 １ 集会所（クリ
スマス会）（いずれも大門町 ２ − ２ −１２）
g無料j児童書・小説の貸出、花札・将
棋、絵本の読み聞かせ、自習室、クリス
マス会l小野寺☎０７０・６４８８・５４７６

市 民 伝 言 板

職
員
募
集

公
立
保
育
園
の
保
育
補

助
職
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
）募
集

　
募
集
の
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

任
用
期
間
任
用
し
た
日
～
７
年

３
月
３１
日

勤
務
時
間
午
前
７
時
～
午
後
７

時
の
間
で
の
勤
務
シ
フ
ト
制

　
※
勤
務
時
間
は
要
相
談
。

勤
務
場
所
東
久
留
米
市
公
立
保

育
園
の
い
ず
れ
か

▼
は
く
さ
ん
保
育
園（
下
里
３

−

２

−

２３
）▼
は
ち
ま
ん
保
育

園（
八
幡
町
２

−

１４

−

２２
）▼
ま

え
さ
わ
保
育
園（
前
沢
１

−

５

−

３０
）

募
集
人
数
若
干
名

報
酬
時
給
１
１
７
４
円
～
１
２

５
６
円（
勤
務
日
・
勤
務
時
間

帯
に
よ
る
）

　
※
市
の
規

則
に
基
づ
き
、

交
通
費
等
が

別
途
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
※
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・

雇
用
保
険
の
加
入
あ
り（
勤
務

日
数
・
勤
務
時
間
に
よ
る
）。

申
込
期
間
随
時

l
子
育
て
支
援
課
保
育
・
幼
稚

園
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
４

５

官
公
署

　
な
ど

夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
東
京
都
人
権
プ
ラ
ザ
で
は
、

次
の
日
程
で
夜
間
に
電
話
に
よ

る
人
権（
法
律
）相
談
を
実
施
し

ま
す
。
人
権
侵
害
や
日
常
生
活

の
法
律
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護

士
が
１
人
当
た
り
１０
分
程
度
電

話
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

a
１２
月
９
日
㈪
午
後
５
時
～
８

時相
談
内
容
人
権
侵
害
や
、
日
常

生
活
の
法
律
問
題
に
つ
い
て

g
無
料

相
談
先
電
話
番
号
☎
０３
・
６
７

２
２
・
０
１
２
７

l
同
プ
ラ
ザ
相
談
室
☎
０３
・
６

７
２
２
・
０
１
２
４
、
☎
０３
・

６
７
２
２
・

０
１
２
５
、

ま
た
は
m（i�

ppan_sod�
an@

tokyo�
-jinken.or.jp

）

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
公
的
職
業
訓
練
）を
活

用
し
て
就
職
に
つ
な
げ

よ
う
！

　
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

希
望
す
る
仕
事
に
就
く
た
め
に

必
要
な
職
業
ス
キ
ル
や
知
識
な

ど
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

公
的
職
業
訓
練
で
す
。「
や
り
た

い
仕
事
は
あ
る
が
経
験
や
ス
キ

ル
が
な
い
」「
入
社
後
す
ぐ
に
役

に
立
つ
専
門
的
・
実
践
的
な
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
た
い
」な
ど

と
い
う
方
に
は
訓
練
の
受
講
が

非
常
に
効
果
的
で
す
。

g
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己

負
担
あ
り
、
一
部
有
料
科
目
あ

り
）

l
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹
職
業
訓

練
窓
口
☎
０
４
２
２
・
６
８
・

８
２
０
０

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
電
子
納
税

が
大
変
便
利
で
す

　
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム

で
の
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
電
子
納
税
が

大
変
便
利
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
な
ど
で
の
納
付
や
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
に
加
え
て
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納

付
も
可
能
で

す
。

　
詳
細
は
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
n

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

l
立
川
都
税
事
務
所
☎
０４２
・
５

２
３
・
３
１
７
１

「
か
ら
だ
気
く
ば
り
メ

ニ
ュ
ー
店
」へ
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か

　
都
で
は
、
都
民
が
健
康
的
な

食
生
活
を
通
じ
て
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
や
生
活
習
慣
の
改
善

に
取
り
組
め
る
食
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

皆
さ
ん
の
健
康
的
な
食
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が「
か
ら
だ

気
く
ば
り
メ
ニ
ュ
ー
店
」で
す
。

　
か
ら
だ
気
く
ば
り
メ
ニ
ュ
ー

店
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
以
下
の
い
ず
れ
か
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
野
菜
た
っ
ぷ
り

　
１
食
当
た
り
、
１
日
の
野
菜

摂
取
目
標
量（
３
５
０
グ
ラ
ム

以
上
）の
約
３
分
の
１
に
あ
た

る
１
２
０
グ
ラ
ム
以
上
の
野
菜

を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

②
栄
養
バ
ラ
ン
ス

　
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み

合
わ
せ
た
１
食
分
の
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

③
減
塩
サ
ポ
ー
ト

　
減
塩
食
材
を
使
用
す
る
な
ど
、

減
塩
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や

工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
高
齢
者
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ

ー
　
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
を

使
い
、
高
齢
者
の
食
べ
や
す
さ

に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
食
生
活
に

か
ら
だ
気
く
ば
り
メ
ニ
ュ
ー
店

を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

下
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
で
す
。

◎
飲
食
店
の
皆
さ
ん
へ

　
都
で
は
か
ら
だ
気
く
ば
り
メ

ニ
ュ
ー
店
に
取
り
組
む
お
店
を

募
集
し
て
ま
す
。
前
述
の
①
～

③
の
要
件
に
１
つ
以
上
取
り
組

ん
で
い
れ
ば
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い（
④
は
①
～
③
の
い
ず
れ

か
に
取
り
組
ん
で
い
る
お
店
の

み
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
）。
お
店
の
情
報
は
都
n
で

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
ス
テ
ッ

カ
ー
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
資
材
の
配
布

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
か
ら
だ
気

く
ば
り
メ
ニ
ュ
ー
店
と
し
て
、

都
民
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

k
多
摩
小
平
保
健
所
n
を
ご
確

認
く
だ
さ
い（
多
摩
小
平
気
く

ば
り
メ
ニ
ュ
ー
店
で
検
索
）

l
多
摩
小
平
保
健
所
生
活
環
境

安
全
課
保
健
栄
養
担
当
☎
０４２
・

４
５
０
・
３
１
１
１

同メニュー店ステッカー

同相談室n

市n

eLTAXn

　スマホをお持ちでない方から、持っているけどあまり使えていない方などが、基本
的な使い方から日常よく使う機能に関する操作などについて学べます。主催者がスマ
ホを用意するため、お持ちでない方もお気軽にご参加ください。
ab ５ 会場。時間はいずれも午後 ２時～ ４時
　①１２月 ２ 日㈪＝浅間町地区センター
　②１２月 ４ 日㈬＝野火止地区センター
　③１２月 ５ 日㈭＝南町地区センター
　④１２月 ６ 日㈮＝八幡町地区センター
　⑤１２月１１日㈬＝中央町地区センター
e６０歳以上の方
f各会場１６人（事前申し込み制、先着順）
dスマホアドバイザー
g無料
hスマホ（お持ちの方のみ）、筆記用具
i申し込みが ８人以下の場合、開催中止の場合有
j市社会福祉協議会主催
kl１１月１８日㈪午後 １時～２９日㈮に、電話で同協議会地区センター担当☎０４２・４７９・
５５５０（火曜日、祝日を除く午前 ９時～午後 ５時）に氏名・年齢・住所・電話番号・受講
希望日の連絡を
　※�申し込み締め切り後、各会場の定員に満たない場合、募集期間を延長する場合が
あります。

シニアのためのシニアのための
やさしいスマートフォン（スマホ）教室やさしいスマートフォン（スマホ）教室
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール
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